
 第 20回坂戸市芸術文化祭が開催されました 

令和５年度の芸術文化祭は 10月 1５日（日）入西地域交流センターにて三曲会の演奏

会をかわきりに 11月 17日（金）～19日（日）の 3日間は坂戸市文化会館にて開催さ

れた。始め式では坂戸の童謡「風の言葉、雲の船」と「坂戸市民音頭」を太鼓の演奏

に合わせて合唱し各部門にて絵画、工芸、花、書、写真の展示、唄と舞（18日） 語

り部、歌、音楽、和太鼓の披露と茶席（19日）そしてフロアーには「坂戸市文化かる

ためぐり」が特別展示されました。又 12月 9日（土）に入西地域交流センターにてク

リスマスコンサートが開催され合わせて 2221人のご来場者があり「ずっと続けてほし

い」「子どもから大人まで楽しめて良かった」などの声が聞かれ、文化の継承の意義

を思いつつ好評なうちに終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始め式 

坂戸市文化かるためぐり 

受付風景 

坂戸美術協会 

 

坂戸市ミュージック協会 

坂戸いけばな協会 

坂戸市書道連盟 
坂戸文化芸能連盟 

坂戸茶道連盟 
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坂戸市文化団体連合会 ニュース 

 

発行 坂戸市文化団体連合会 事務局 坂戸市文化会館 049-282-0100 

坂戸市文化団体連合会 HP http://www.bundanren-sakado.com/ 
 

 

 

未来につなごう文化の和 ! 

http://www.bundanren-sakado.com/


  上谷遺跡出土物 

坂戸美術工芸クラブ 

さかど太鼓 

坂戸写真連盟 坂戸語り部の会 

坂戸市三曲会 Ｒ5.10.15 

坂戸第九を歌う会 

クリスマスコンサート Ｒ5.12.9 

さかど太鼓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和６年２月１８日、「土器づくりのムラ―考古学が紐解く坂戸の歴史―」と題して、坂戸市教

育委員会社会教育課の山本良太氏を講師にお迎えし、坂戸市文化会館を会場に開催されました。 

講話の一部を紹介しますと、坂戸市域に人が住みはじめたのは、今から約 15,000 年前の旧石器

時代。坂戸市南東部の中小坂地区に広がる上谷遺跡は、昭和５０年東坂戸団地の造成と上谷小学

校建設に先立ち発掘調査が行われました。この調査では竪穴式建物３３軒が発見され、その中で

最も出土量の多かった遺物は「土器」だったそうです。その土器はベンガラで赤彩されており、

この地が今から約 1,500年前の古墳時代に「赤い土器」の製造に、重要な役割を担っていた集落

であったという。 

古代坂戸の歴史に触れて、熱心に聞き入っていた参加者は、驚きと感動に包まれていました。 
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令和５年度企画講演会  

「知ろう郷土の歴史を ‼ 」 
 を開催 

         



茶 道                    坂戸茶道連盟 

令和５年 11月 27日（月）坂戸市立千代田小学校にて茶道の体験をしました。 

講師の説明を聞いた後の「お菓子のいただき方」「お茶の飲み方」などを学びました。 

お菓子美味しい‼ お抹茶初めて‼ 等々の声が聞こえ６年生は最後に自分で点ててみまし

た。茶道を通して礼儀や思いやりが育つことを願いつつひとときを過ごしました。 

 児 童 1年生～6年生まで 24名 

担当教諭 6名 

講 師 茶道連盟より 4名 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

出 前 講 座 

～子ども達の笑顔がうれしい～ 
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書 道                   坂戸市書道連盟 

3 年生から学習する書初めの授業、長い書初め用紙に太くて大きな筆。最初はちょっとぎ

こちなさそうでしたが、枚数を重ねていくうちに大きくのびのびと書けるようになりまし

た。授業を終えて子ども達から「楽しかった‼」の言葉を聞いて出前講座の意義を感じま

した。 

令和５年 11月 30日（木） 

児 童 上谷小学校  3年生 25名 

教頭先生 他 2名 

講 師 書道連盟より 6名 
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編集後記 

色鮮やかに萌え茂った若葉、風に揺らぐ薄緑の葉は明るく、目覚めるばかり

です。大自然の中に、水筒を肩に散策を楽しみ、小さな発見をしてみてはい

かがですか                      小林ミヨ子 記 
 

                                            

坂戸市文化かるた〜〜〜てくてく散歩 シリーズ 2 

 かるたに詠まれた地をめぐるてくてく散歩全 5回シリーズ、 

2回目は入西地区を紹介します。 

いにしえの坂戸に思いを馳せながら足を運んでみてください。 

北大塚の石上神社、社の前にあるヒノキ科の

ビャクシンは樹幹がねじれているので「ねじ

れっ木」と呼ばれている。樹齢 800年と推定

され、高さ約 12m、幹廻約 3.5m 埼玉県の指

定天然記念物に指定されている。 

中部地方の海岸地帯で自生しているが、関東

ではこれほどの大木は珍しい          

新堀にある袖山稲荷は小さな社である

が、とても大切にされている 

ここに祀られているお稲荷さんは「京

都の伏見稲荷」からお出でになったと

伝えられ、近隣では類を見ない由緒あ

るお稲荷さま 

小山の薬師様は、その昔 小山宗仙と

いう医師が薬師如来を熱心に信仰し

たところ、東の方から薬師如来像が

飛来したといわれ、多くの人々の崇

敬を受けている             

 

戸口の龍福寺の薬師堂は、中武蔵の寅薬師

として知られている。寅年の 4月はご開帳

され多くの人々が参拝する 

 


